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このドキュメン トについて

このドキュ メン トでは、 SQL ステート メン ト （JDBC） 実行用の Java API を使用して 
Zen アプリ ケーシ ョ ンを開発する方法について説明します。

このドキュ メン トの読者

このドキュ メン トは、 SQL ステート メン ト （JDBC） 実行用の Java API を使用して Zen 

アプリ ケーシ ョ ンを開発するユーザーを対象と しています。
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Zen JDBC ド ライバーの概要

以下のト ピッ クでは、 Zen Java Database Connectivity （JDBC） インターフェイスについ

て説明します。 

• Zen JDBC サポート

• JDBC の条件

• JDBC の機能

• Zen JDBC データ型

• Zen JDBC ド ライバーの制限

• サポート されない API

• ド ライバーの制限

この Zen 機能の詳細および手順については、 Zen JDBC 2 ド ライバーを使用したプログ

ラ ミングおよび JDBC API のリファレンスを参照してください。
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Zen JDBC サポート

JDBC は、 Java プログラマが Java を使用してデータベース  アプリ ケーシ ョ ンやイン

ターネッ ト  アプリ ケーシ ョ ンを開発するために使用できる標準 API です。 これは、

Java プログラ ミ ング言語で SQL ベースのデータベース  アプリ ケーシ ョ ンを開発するた

めのインターフェイスで構成されています。 JDBC インターフェイスは、 Java Developer 

Kit の一部と して含まれています。 

JDBC は Java の ODBC に相当するものであ り、 ODBC データベースと リ レーシ ョナル 

データベースの大きな影響を受けます。

JDBC API の詳細については、 Oracle の Web サイ ト を参照してください。

このセクシ ョ ンの残り部分では、 以下の項目について説明します。

• JDBC の条件

• JDBC の機能

• Zen JDBC データ型

JDBC の条件

Zen JDBC ド ラ イバーは Zen と共に動作します。 Enterprise Server、 Cloud Server、 または 

Workgroup エンジンを使用するこ とができます。

JDBC の機能

以下は、 Zen JDBC ド ラ イバーの機能をまとめたものです。

• 100% Java 対応

• JDBC 4 対応、 タイプ 4 ド ラ イバー。 JDBC 2 ド ラ イバーを使用するアプリ ケーシ ョ

ンにも対応しています。

• スレッ ド  セーフ  オペレーシ ョ ンをサポート します。

• READ_COMMITTED、 SERIALIZABLE などの Zen エンジンがサポートする ト ラン

ザクシ ョ ン分離レベルをサポート します。

• ネッ ト ワーク  アクセスを減らすために結果セッ トのキャ ッシュ登録を行います。

• longvarbinary データ型 （2 GB まで） でバイナリ  データをサポート します。
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• longvarchar および nlongvarchar データ型 （2 GB まで） で long char 型データをサポー

ト します。

• パラ メーターを持つス ト アド  プロシージャをサポート します。

• セキュ リ ティを提供するために接続文字列を暗号化します。 

• 接続文字列パラ メーターを使用して、 指定されたコード  ページでデータベースから

読み取る際のコード  ページのフ ィルターリ ングをサポート します。

• 結果セッ トのカーソル CONCUR_UPDATABLE、 TYPE_SCROLL_INSENSITIVE、
TYPE_SCROLL_SENSITIVE をサポート します。

• DataSource インターフェイスをサポート します。 JNDI に Zen データベースを登録

し、 Zen 固有のド ライバー機能からアプリ ケーシ ョ ンを保護します。

• ParameterMetaData インターフェイスをサポート します。

Zen JDBC データ型

Zen JDBC データ型を指定するのに使用される数値識別子は、 場合によっては、 JDBC 
標準の識別子と異なるこ とがあ り ます。 次の表は、 完全な一覧です。  

データ型 識別子 データ型 識別子

AUTOTIMESTAMP 93 MONEY 3

BFLOAT4 7 NCHAR -15

BFLOAT8 8 NLONGVARCHAR -10

BIGIDENTITY -5 NUMERIC 2

BIGINT -5 NVARCHAR -9

BINARY -2 REAL 7

BIT -7 SMALLIDENTITY 5

CHAR 1 SMALLINT 5

CURRENCY 3 TIME 92

DATE 91 TIMESTAMP 93

DATETIME 93 TIMESTAMP2 93

DECIMAL 3 TINYINT -6

DOUBLE 8 UBIGINT -5
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IDENTITY 4 UINTEGER 4

INTEGER 4 USMALLINT 5

LONGVARBINARY -4 UTINYINT -6

LONGVARCHAR -1 VARCHAR 12

MONEY 3

データ型 識別子 データ型 識別子
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Zen JDBC ド ライバーの制限

サポート されない API

Zen JDBC ド ラ イバーは次の JDBC インターフェイスをサポート していません。 

• Array

• Blob

• Clob

• NClob

• Ref

• RowId

• SQLXML

• Struct

• SQLData

• SQLInput

• SQLOutput

• URL

これらがサポート されないのは、 Zen エンジンがその基盤にある  SQL 3 データ型を現在

サポート していないためです。

ドライバーの制限

• "out" パラ メーターで long データ型を使用できません。

• 実際の最小フェッチサイズは 2 行です。

• 結合で更新可能な結果セッ ト を持つこ とはできません。

• GROUP BY で更新可能な結果セッ ト を持つこ とはできません。

• JDBC ド ラ イバーは、 データを UnicodeBig または UnicodeLittle 形式で保存しません。

• サポート される保持機能は HOLD_CURSORS_OVER_COMMIT のみです。

• プールされたステート メン トはサポート されていません。
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• 名前付きパラ メーターはサポート されていません。
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Zen JDBC 2 ド ライバーを使用したプログラ

ミング

以下のト ピッ クでは、 JDBC 2.0 での Zen の使用の概要について説明します。

• 環境設定の方法

• JDBC プログラ ミング作業

• Web ベース アプリケーシ ョ ンの開発

• JDBC 2.0 Standard Extension API

• 接続および並行制御

• スクロール可能な結果セッ ト

• JDBC プログラ ミング例
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環境設定の方法

この ト ピッ クでは、 JDBC インターフェイスを使用する場合の適切な設定について説明

します。

• CLASSPATH システム変数の設定

• PATH システム変数の設定

• JDBC ド ライバーの Java 環境への読み込み

• データ  ソースの指定

• JDBC アプレッ トの開発

オンライン チュート リ アルの Java と  JDBC を使用した Actian Zen へのアクセス ト ピッ

ク も利用できます。

CLASSPATH システム変数の設定

Java アプリ ケーシ ョ ンおよびアプレッ トが Zen JDBC ド ラ イバーを認識できるよ うに、

CLASSPATH 環境変数に pvjdbc2.jar、 pvjdbc2x.jar、 および jpscs.jar ファイルを含めるよ

うに設定してください。 Windows プラ ッ ト フォームでは、 デフォルトでこれらのファ

イルは Program Files フォルダー下の < インストールディ レク ト リ >\bin に存在します。

Linux および Raspbian では、 このファイルはデフォルトで /usr/local/actianzen/bin/lib にイ

ンス トールされます。

Windows の場合

set CLASSPATH=%CLASSPATH%;<pvjdbc2.jar ディ レク トのパス >/pvjdbc2.jar
set CLASSPATH=%CLASSPATH%;<pvjdbc2x.jar ディ レク トのパス >/pvjdbc2x.jar
set CLASSPATH=%CLASSPATH%;<jpscs.jar ディ レク トのパス >   /jpscs.jar

変更を永続化するには、 Windows のシステム設定で環境変数を編集します。

Linux の場合

export CLASSPATH=$CLASSPATH:<pvjdbc2.jar ディ レク ト リのパス >/pvjdbc2.jar
export CLASSPATH=$CLASSPATH:<pvjdbc2x.jar ディ レク ト リのパス >/pvjdbc2x.jar
export CLASSPATH=$CLASSPATH:<jpscs.jar ディ レク ト リのパス >/jpscs.jar

https://www.agtech.co.jp/products/actian/docs_portal/zendocs/accessing-actian-zen-with-java-and-jdbc/
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PATH システム変数の設定

共有メモリ を使用してデータベース  エンジンに接続する場合、 JDBC ド ラ イバーは 
pvjdbc2.dll または w64pvjdbc2.dll を見つける必要があ り ます。 必ず、 Windows の PATH 

環境変数に DLL の場所を含めてください。 

set PATH=%PATH%;<pvjdbc2.dll ディ レク ト リのパスまたは w64pvjdbc2.dll ディ レク ト リのパス > 

ソケッ ト を使用してデータベースに接続する場合、 DLL は必要と されません。 パスに

ある  pvjdbc2.dll または w64pvjdbc2.dll のバージ ョ ンと、 CLASSPATH にある  .jar ファイ

ルのバージ ョ ンが一致しているこ とを確認してください。

JDBC ドライバーの Java 環境への読み込み 

CLASSPATH 変数を設定する と、 Java アプリ ケーシ ョ ンから  Zen JDBC ド ライバーを参

照するこ とができます。  これは、 次の java.lang.Class ク ラスを使用して行います。 

Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");

IPv6 環境

IPv6 のみの環境で Zen JDBC ド ラ イバーを使用する場合は、 Java JRE 1.7 も使用するこ

とをお勧めします。 IPv6 のみの環境でアプリ ケーシ ョ ンが Java JRE 1.6 よ り前のバー

ジ ョ ンを使用した場合、 ライセンス数に関する問題やクライアン ト追跡の問題が生じる

可能性があ り ます。 

また、 次のよ うな条件が組み合わさった場合にも、 ライセンス数に関する問題が生じる

こ とがあ り ます。

1. 1 台のマシンが Zen JDBC ド ラ イバーを使用して複数のアプリ ケーシ ョ ンを実行して

おり、 それらのアプリ ケーシ ョ ンが IPv4 アドレス と  IPv6 アドレスを併用してデー

タベース  エンジンに接続している。

2. マシンの SYSTEM PATH に pvjdbc2.dll または w64pvjdbc2.dll の場所が含まれていな

い。 PATH システム変数の設定も参照してください。
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データ  ソースの指定

Java 環境に PervasiveDriver ク ラスを読み込んだ後、 Zen データベースに接続するために 
URL 形式の文字列を  java.sql.DriverManager ク ラスに渡す必要があ り ます。 JDBC ド ラ イ

バーの URL の構文は次のとおりです。 

jdbc:pervasive://<machinename>:<portnumber>/<datasource> 

たとえば、 Zen エンジンが DBSERV とい うマシン上にあって、 Demodata データベース

に接続したい場合の URL は次のよ うにな り ます （サーバーがデフォルトのポート を使

用するよ うに設定されているものと します）。 

jdbc:pervasive://dbserv/demodata

DriverManager ク ラスを使用してデータベースに接続するには、次の構文を使用します。 

Connection conn = DriverManager.getConnection("jdbc:pervasive://dbserv:1583/demodata", loginString, 
passwordString);

loginString はユーザーのログイン名を表す文字列で、 passwordString はユーザーのパス

ワードを表す文字列です。 

メモ ： JDBC アプレッ トおよびアプリ ケーシ ョ ンがデータにアクセスするためには、 指

定したホス ト  マシンで Zen エンジンが実行されている必要があ り ます。 

JDBC アプレッ トの開発

JDBC を使用して Web ベース  アプリ ケーシ ョ ンを開発するには、 アプレッ ト  ク ラスを

含むコード  ベース  ディ レク ト リに JDBC jar ファイルを置いておく必要があ り ます。

たとえば、 MyFirstJDBCapplet と呼ぶアプリ ケーシ ョ ンを開発する場合は、

MyFirstJDBCapplet ク ラスを含むディレク ト リに pvjdbc2.jar ファ イルを置く必要があ り

ます。 たとえば、 C:\inetpub\wwwroot\myjdbc\ とな り ます。 これによ り、 ク ライアン ト  

Web ブラウザーは JDBC ド ラ イバーをダウンロード し、 データベースに接続できます。 

<machinename> データベース  エンジンを実行するマシンのホス ト名または IP アドレス。 

<portnumber> データベース  エンジンが受信を行うポート。 このポートのデフォルト値

は 1583 です。

<datasource> アプリ ケーシ ョ ンが使用する予定のデータベース  サーバー上の ODBC 
DSN の名前。
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また、 <applet> タグ内に archive パラ メーターを指定する必要があ り ます。 たとえば、

次のよ うに指定します。 

<applet CODE="MyFirstJDBCapplet.class"
ARCHIVE="pvjdbc2.jar" WIDTH=641 HEIGHT=554>

アプレッ トのホス ト となる  Web サーバーで Zen エンジンが実行されている必要がある

こ とに留意してください。
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JDBC プログラ ミング作業

こ こでは、 JDBC プログラ ミ ングの重要なコンセプ トに焦点を当てます。

接続文字列の概要

JDBC ド ラ イバーは、 データベースの接続に URL を必要と します。 JDBC ド ラ イバーは

次の URL 構文を使用します。 

jdbc:pervasive://machinename:port number/datasource[;encoding=;encrypt=;encryption=]

machinename は、 Zen サーバーを実行するマシンのホス ト名または IP アドレスです。

port number は、 Zen サーバーが受信を行うためのポートです。 このポートのデフォルト

値は 1583 です。

datasource は、 アプリ ケーシ ョ ンが使用する予定の Zen サーバー上の ODBC エンジン 

データ  ソースの名前です。

encoding= は、 文字エンコードです。 これは指定したコード  ページを介して読み込んだ

データにフ ィルターをかけるこ とができます。 これによ りデータが正し く書式設定およ

びソート されます。 値 "auto" は、 接続時にデータベースのコード  ページを決定し、 エ

ンコードをその文字エンコードに設定します。 また、 値 "auto" によ り  SQL クエ リ内の 
NCHAR リ テラルが保持されます。 "auto" でない場合は、 SQL クエ リはデータベースの

コード  ページに変換されます。

encrypt= は、 JDBC ド ラ イバーが暗号化ネッ ト ワーク通信 （ワイヤ暗号化と も呼ばれま

す） を使用する必要があるかど うかを決定します。

encryption= は、 JDBC ド ラ イバーが許可する暗号化の最低レベルを指定します。

メモ ： JDBC アプリ ケーシ ョ ンを実行するためには、 Zen エンジンは指定したホス トで

実行されている必要があ り ます。

接続文字列の要素

次の構成情報および接続文字列要素の表は、 JDBC を使用して Zen データベースに接続

する方法を示しています。
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ド ライバー クラスパス

com.pervasive.jdbc.v2

ド ライバーを読み込むステート メン ト

Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");

URL

jdbc:pervasive://server:port/DSN[;encoding=;encrypt=;encryption=] 

または

jdbc:pervasive://server:port/DSN[?pvtranslate=&encrypt=&encryption=] 

引数 説明

server ID または URL を使用したサーバー名。

port リ レーシ ョナル エンジンのデフォルトのポートは 1583 です。 ポートが指定

されていない場合、 このデフォルトが使用されます。 

DSN 通常の ODBC メ ソ ッ ドを使用してサーバーで設定する  DSN の名前。

encoding 文字エンコードを使用するを参照してください。

encrypt JDBC ド ラ イバーが暗号化ネッ ト ワーク通信 （ワイヤ暗号化と も呼ばれます）

を使用する必要があるかど うかを決定します。 （『Advanced Operations Guide』
のワイヤ暗号化を参照してください。）

値 ： always （常時）、 never （しない）

このオプシ ョ ンを指定しなかった場合、 ド ライバーにはサーバーの設定が反
映されます。 これは、 " 必要な場合 " と同等です。

値 "always" を指定した場合、 JDBC ド ラ イバーは暗号化を使用します。 ただ

し、 サーバーがワイヤ暗号化を許可していない場合はエラーを返します。 値 
"never" を指定した場合、 JDBC ド ラ イバーは暗号化を使用しません。 サー

バーがワイヤ暗号化を要求した場合はエラーを返します。 

JDBC ド ラ イバーでワイヤ暗号化を使用するには、 別の JAR ファ イルが 
classpath に必要とな り ます。 この JAR ファ イル jpscs.jar はデフォルトでイン

ス トールされ、 Java Cryptography Extensions （JCE） を使用します。
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JDBC 接続文字列の例

次のコードは、 JDBC ド ラ イバーを使用して Zen データベースに接続する例です。

// JDBC ド ラ イバーを読み込みます。
Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver")

// JDBC の URL 構文
// jdbc:pervasive://< ホス ト名または IP アドレス > :
//   < ポート番号 （デフォルト  1583） >/<ODBC エンジン DSN>

String myURL = "jdbc:pervasive://127.0.0.1:1583/demodata";
 try

{

// m_Connection = DriverManager.getConnection(myURL,username, password);
}

catch(SQLException e)
{

e.printStackTrace();

// その他の例外処理
}

文字エンコードを使用する

Java は文字列にワイ ド文字を使用します。 データベースのエンコードがワイ ド文字で

ない （たとえば、 UCS-2 である） 場合は、 データベース  エンジンによって文字データ

を正し く変換するために、 ド ライバーはデータベースのコード  ページを知っている必

要があ り ます。 データベースの文字データ  エンコードは、 ド ライバー マネージャーに

渡す接続文字列の中で "encoding" 属性を使用して指定します。

encryption JDBC ド ラ イバーが許可する暗号化の最低レベルを決定します。

値 ： low （低）、 medium （中）、 high （高）

デフォルト ： medium （中）

これらの値はそれぞれ 40 ビッ ト 、 56 ビッ ト 、 および 128 ビッ ト暗号化に対

応しています。

次の例では、 JDBC ド ラ イバーは UTF-8 エンコードを使用し、 常に暗号化を

要求し、 最低でも  " 低 " レベルの暗号化を必要とするこ とを指定しています。

そ うでない場合はエラー コードを返します。

jdbc:pervasive://host/demodata?encoding=UTF‐8&encrypt= 
always&encryption=low

引数 説明
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encoding 属性

encoding 属性は、 文字データの変換に使用する特定のコード  ページを指定します。

encoding 属性を  "auto" に設定するこ とで、 これを自動化できます。 これは、 データベー

スで使用されているコード  ページを自動的に使用するよ う、 ド ラ イバーに指示します。

特定のコード  ページを指定するこ と もできます。 encoding 属性が指定されない場合は、

ク ライアン ト  マシンに用いられているデフォルトのオペレーティング システムのコー

ド  ページが使用されます。 これはク ライアン ト とサーバーが同じオペレーティング シ
ステムのエンコードを使用しているこ とが前提です。

また、 encoding 属性を  "auto" に設定する と、 データベース  コード  ページのエンコード

ではなく  UTF-8 エンコードを使用して SQL クエ リ  テキス トが送信されるよ うにな り ま

す。 これによ り、 クエ リ  テキス ト内の NCHAR 文字列リテラルが保持されます。

文字エンコードの使用例

public static void main(String[] args)
{

// latin 2 エンコードを指定
String url = "jdbc:pervasive://MYSERVR:1583/SWEDISH_DB;encoding=cp850";

try{
Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");
Connection conn = DriverManager.getConnection(url);
Statement stmt = conn.createStatement();
ResultSet rs = stmt.executeQuery("select * from SwedishTable");
rs.close();
stmt.close();
conn.close();

}
catch(Exception e)
{

e.printStackTrace();
}

}

文字エンコードの注意点

Zen JDBC ド ラ イバーは、 コード  ページの Java ネイティブ サポート を使用します。 サ

ポート されるコード  ページの一覧は Oracle Corporation の Web サイ トから入手できま

す。
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Web ベース アプリケーシ ョ ンの開発 

こ こでは、 Zen JDBC ド ラ イバーを使用して Web ベースのアプリ ケーシ ョ ンを作成する

方法を説明します。

アプレッ ト

JDBC を使用して Web ベース  アプリ ケーシ ョ ンを開発するには、 アプレッ ト  ク ラスを

含むコードベース  ディ レク ト リに JDBC jar ファイルを置いておく必要があ り ます。 

たとえば、 MyFirstJDBCapplet とい う アプ リ ケーシ ョ ンを開発する場合は、

MyFirstJDBCapplet ク ラスを含むディレク ト リに pvjdbc2.jar ファ イルまたは Zen jdbc 

パッケージを置く必要があ り ます。 たとえば、 C:\inetpub\wwwroot\myjdbc\ と指定できま

す。 これによ り、 ク ラ イアン ト  Web ブラウザーはネッ ト ワークから  JDBC ド ライバー

をダウンロード し、 データベースに接続できます。 

また、 JAR ファ イルを使用する場合、 <APPLET> タグ内にアーカイブ パラ メーターを設

定する必要があ り ます。 たとえば、 次のよ うにな り ます。

<applet CODE="MyFirstJDBCapplet.class" ARCHIVE="pvjdbc2.jar" WIDTH=641 HEIGHT=554>

メモ ： Zen エンジンは、 アプレッ トのホス ト となる  Web サーバー上で運用しなければ

なり ません。

サーブレッ ト と  Java Server Page

JSP を使用して、 Zen JDBC ド ラ イバーを用いる  Web ベースのアプリ ケーシ ョ ンを作成

するこ とができます。 

次に示すのは、 Zen に含まれるサンプル データベース  Demodata のテーブルの 1 つを表

示する  Java Server Page の例です。

<%@ page import="java.sql.*" %>
<%@ page import="java.util.*" %>

 <%
 Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");
 Connection con = DriverManager.getConnection("jdbc:pervasive://localhost:1583/demodata");
 PreparedStatement stmt = con.prepareStatement("SELECT * FROM Course ORDER BY Name");
 ResultSet rs = stmt.executeQuery();
 %>

 <html>
 <head>
 <title>JSP Sample</title>
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 </head>
 <body>

<h1>JSP Sample</h1>
<h2>Course table in Demodata database</h2>
<p>
この例は、 Demodata データベースの Course テーブルを開き、
そのテーブルの内容を表示します
</p>

 <table border=1 cellpadding=5>
 <tr>
 <th>Name</th>
 <th>Description</th>
 <th>Credit Hours</th>
 <th>Department Name</th>
 </tr>

 <% while(rs.next()) { %>
    <tr>
    <td><%= rs.getString("Name") %></td>
    <td><%= rs.getString("Description") %></td>
    <td><%= rs.getString("Credit_Hours") %></td>
    <td><%= rs.getString("Dept_Name") %></td>
    </tr>

<% } %>

</table>

</body>
</html>

サーブレッ ト と  JSP に関する情報

サーブレッ ト と  JSP の詳細については、 Oracle の Web サイ ト を参照してください。
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JDBC 2.0 Standard Extension API

接続文字列はベンダー固有であるため、 Java は DataSource インターフェイス仕様を作

成しました。 これは、 Java レジス ト リ と して機能する  JNDI を利用します。 DataSource 
インターフェイスによ り、 JDBC 開発者は名前付きデータベースを作成するこ とができ

ます。 開発者は、 JNDI にデータベース名とベンダー固有のド ライバー情報を登録しま

す。 そ うする と、 JDBC アプリ ケーシ ョ ンはデータベースをまったく知る必要がなく、

「ピュア」 な JDBC とな り ます。 

Zen JDBC ド ラ イバーは JDBC 2.0 Standard Extension API をサポート しています。 現在、

Zen JDBC ド ラ イバーは次のインターフェイスをサポート しています。

• javax.sql.ConnectionEvent

• javax.sql.ConnectionEventListener

• javax.sql.ConnectionPoolDataSource

• javax.sql.DataSource

• javax.sql.PooledConnection

メモ ： これらのインターフェイスは、 コア JDBC API を 100% Pure Java と して維持する

ため、 pvjdbc2x.jar に別にパッケージされています。

現時点では、 Zen は RowSet インターフェイスの実装を提供していませんが、 Zen JDBC 

ド ラ イバーは Oracle の RowSet インターフェイスの実装で検証済みです。

DataSource

Java はアプリ ケーシ ョ ン開発者がド ライバーに依存しないアプリ ケーシ ョ ンを作成す

る方法を提供しています。 DataSource インターフェイス と  JNDI を使用するこ とによ

り、 アプ リ ケーシ ョ ンは標準の方法でデータにアクセスでき、 接続文字列のよ うなド ラ

イバー固有の要素をなくすこ とができます。 DataSource インターフェイスを使用するに

は、 データベースを  JNDI サービス  プロバイダーに登録する必要があ り ます。 そ うする

と、 アプ リ ケーシ ョ ンはデータベースに名前でアクセスするこ とができます。

次に DataSource インターフェイスの使用例を挙げます。

// このコードは、 DataSource を登録するために管理者が実行する
// 必要があ り ます。 このサンプルは、 Oracle の参照 JNDI 実装を使用します。

public void registerDataSources()
    { 
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// この例では JNDI ファ イルシステム 
// オブジェク ト をレジス ト リ と して使用します。

 Context ctx;
 jndiDir = "c:\\jndi";

try 
{

Hashtable env = new Hashtable (5);
env.put (Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,

"com.sun.jndi.fscontext.RefFSContextFactory");

env.put(Context.PROVIDER_URL, jndiDir);          
ctx = new InitialContext(env);          

        }
        catch (Exception e)

{
System.out.println(e.toString());            

}

// demodata を通常のデータ ソース と して登録
com.pervasive.jdbc.v2.DataSource ds = new com.pervasive.jdbc.v2.DataSource();            

String dsName = "";

try
{

// ユーザー名、 パスワード、 ド ライバーの種類、 およびネッ ト ワーク プロ ト コルを設定        
ds.setUser("administrator");
ds.setPassword("admin");
ds.setPortNumber("1583");
ds.setDatabaseName("DEMODATA");
ds.setServerName("127.0.0.1");
ds.setDataSourceName("DEMODATA_DATA_SOURCE");
ds.setEncoding("cp850");
dsName = "jdbc/demodata";

// バインド
try
{ 

ctx.bind(dsName,ds);       
System.out.println("バウンド データ ソース [" + dsName + "]");

}
catch (NameAlreadyBoundException ne)
{

System.out.println("データ ソース [" + dsName + "] は既にバインド されています ");
}
catch (Throwable e)

{
System.out.println("JNDI バインド エラー :");
throw new Exception(e.toString());

}
}

}
}

// この DataSource をアプ リ ケーシ ョ ンで使用するには、 次のコードを実行する必要があ り ます。

public DataSource lookupDataSource(String ln) throws SQLException
{

Object ods = null;
Context ctx;

try 
{
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Hashtable env = new Hashtable (5);
env.put (Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,

"com.sun.jndi.fscontext.RefFSContextFactory");

// JNDI ディ レク ト リがまだ存在していない場合は、
// ディ レク ト リ を作成して、 その名前を返します。

String jndiDir = "c:\\jndi";

env.put(Context.PROVIDER_URL, jndiDir);          
ctx = new InitialContext(env);          

}
catch (Exception e)

        {
System.out.println(e.toString());            

}
try
{

ods = ctx.lookup(ln);
if (ods != null)

System.out.println("データ ソース [" + ln + "]"+" が見つかり ました ");
else

System.out.println("データ ソース [" + ln + "]"+" が見つかり ません ");
}
catch (Exception e)
{

throw new SQLException(e.toString());
}

return (DataSource)ods;              
}

// ConnectionPoolDataSource も同様に処理されるこ とに注意して ください。
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接続および並行制御 

単一の Zen JDBC 接続は、 簡単に複数スレッ ドをサービスするこ とができます。 ただ

し、 接続がスレッ ド  セーフのと き、 その接続によって作成されたオブジェク トはス

レッ ド  セーフにはなり ません。 たとえば、 ユーザーは 4 つのスレッ ドを作成できます。

これらのスレッ ドは、 それぞれの Statement オブジェク ト を与えられます （すべて同

じ  Connection オブジェク トによって作成されます）。 4 つのスレッ ドはすべて同一接

続を使用し、 同時にデータを送ったり要求した りするこ とができます。 これは、 4 つの 

Statement オブジェク トが同一 Connection オブジェク ト を参照し、 読み取り と書き込

みがこのオブジェク ト上で同期するこ とによ り、 動作します。 ただし、 このアクセスが

同期していなければ、 1 番目のスレッ ドは 2 番目のスレッ ドの Statement オブジェク ト

にアクセスするこ とはできません。 このこ とは、 JDBC API 内のほかのすべてのオブ

ジェク トにも当てはま り ます。
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スクロール可能な結果セッ ト  

スクロール可能な結果セッ トによ り、 結果セッ ト内を前方または後方へ移動するこ とが

できます。 このタイプの移動は、 それぞれ相対または絶対に分類されます。 first()、

last()、 beforeFirst()、 afterLast()、 および absolute() メ ソ ッ ドを呼び出すと、 スク

ロール可能な結果セッ トに絶対的に位置付けるこ とができます。 相対的な位置付けは 

next()、 previous()、 および relative() メ ソ ッ ドを使用します。

また、 スク ロール可能な結果セッ トは更新可能または読み取り専用にするこ とができま

す。 これは、 その基盤にあるデータベースに変更を加えるこ とができるかど うかに関係

します。 そのほかの用語と して、 センシティビティは、 これらの変更が現在の結果セッ

トに影響するかど うかに関連します。

センシティブな結果セッ トは、 これに行われた Insert、 Update、 Delete の結果をすべて

反映します。 Zen の場合、 インセンシティブな結果セッ トはデータの静的なスナップ

シ ョ ッ トであるため、 これに加えられた変更を一切反映しません。 言い換える と、 自身

またはほかの人が行った変更を知るこ とができません。

センシティブおよびインセンシティブな結果セッ トは、 それぞれ ODBC の動的および

静的に対応します。 センシティブな結果セッ トは、 ト ランザクシ ョ ン分離レベルに 

READ_COMMITTED が設定されている場合、 自身で行った変更およびほかの人が行った変更

を反映します。 ト ランザクシ ョ ン分離レベルは、 Connection オブジェク ト を使用して

設定します。 結果セッ トのタイプはステート メン ト作成で設定されます。

結果セッ トがインセンシティブの場合、 現在の行番号を判断するために getRow() メ

ソ ッ ド呼び出しを行う こ とができます。 また、 インセンシティブな結果セッ トでは、

isLast()、 isFirst()、 isBeforeFirst()、 および isAfterLast() 呼び出しを行う こ とができ

ます。 センシティブな結果セッ トでは、 isBeforeFirst() および isAfterLast() のみを呼

び出すこ とができます。 また、 インセンシティブな結果セッ トでは、 ド ライバーはユー

ザーが指示したフェッチ方向を受け入れます。 センシティブな結果セッ トでは、 ド ライ

バーは指示されたフェッチ方向を無視します。
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JDBC プログラ ミング例

次の例では、 MYSERVER サーバー上の DB という名前のデータベースへの接続を作成

します。 それから、 その接続上にセンシティブで変更可能な Statement オブジェク ト を

作成します。 その Statement オブジェク ト を使用して "SELECT" クエ リ を実行します。

結果セッ ト  オブジェク トが取得される と、 "absolute" 呼び出しを行い、 5 番目の行に移

動します。 5 番目の行の 2 番目の列が整数値 101 に変更される と、 "updateRow" 呼び出

しで実際にその更新を行います。

Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");
Connection conn=
DriverManager.getConnection("jdbc:pervasive://MYSERVER:1583/DB");

Statement stmt =
conn.createStatement(ResultSet.TYPE_SCROLL_SENSITIVE, ResultSet.CONCUR_UPDATABLE);

ResultSet rs = 
m_stmt.executeQuery("SELECT * FROM mytable");

rs.absolute(5);
rs.updateInt(2, 101);
rs.updateRow();

rs.close();
stmt.close();
conn.close();
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JDBC API のリファレンス

JDBC API は、 Java プログラ ミ ング言語を使用した、 データベース との標準インター

フェイスです。 このインターフェイスについて以下のト ピッ クで説明します。

• JDBC API のリファレンス

• JDBC サンプル
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JDBC API のリファレンス

JDBC は、 Oracle の Web サイ トで文書化されている標準 API です。 JDBC および JDBC 

に関する ドキュ メン トの内容を参照してください。 ただし、 Zen JDBC ド ライバーの制

限に記述されている ド ライバーの API の制約に注意してください。

その他、 JDBC プログラ ミ ングについての有用なサイ ト と して jakarta.apache.org の 

Tomcat 情報や www.apache.org の Apache 情報があ り ます。

JDBC ド ラ イバーを用いたプログラ ミ ングに関する概念情報については、 以下のト ピッ

クを参照してください。

• Zen JDBC ド ライバーの概要

• Zen JDBC 2 ド ライバーを使用したプログラ ミング
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JDBC サンプル

Zen SDK の JDBC サンプルは、 Web ダウンロードによ り入手可能です。 デフォルトの場

所にインス トールした場合、 保存場所は file_path\Zen\sdk\jdbc\samples になり ます。

Zen ファイルのデフォルトの保存場所については、 『Getting Started with Zen』 のファイ

ルはどこにインストールされますか？を参照してください。
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